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イ
タ
リ
ア
か
ら
の
退
去
者
に
続
き
、
今
回
は
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ

経
由
で
の
退
去
者
の
う
ち
、
太
齋
景
敏
（
東
京
砲
兵
工
廠
技
師
）、
西

村
美
亀
次
郎
（
県
立
神
戸
病
院
院
長
）、
三
村
鐘
三
郎
（
農
商
務
省
技

師
）、
箕
山
生
（
医
学
者
・
匿
名
）、
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
経
由
の
退
去

者
か
ら
金
谷
範
三
（
陸
軍
大
佐
・
大
使
館
附
武
官
）、
平
田
静
枝
・
矢

野
孝
子
（
大
使
館
書
記
夫
人
）、
こ
れ
ら
の
人
々
の
記
事
を
翻
刻
す
る
。

ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
民
間
人
抑
留
者
に
関
す
る
記
事
を
合
わ
せ

て
紹
介
す
る
。

　

前
回
の
小
野
寺
直
助
に
関
す
る
解
説（
１
）で
記
し
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
の
退
去
に
際
し
て
、
二
十
名
の
一
団
は
最
終
的
に
は
国
立
の

案
内
所
で
勧
め
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
経
由
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
先

に
相
談
し
た
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
は
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
経
由
を
提
示
し

て
い
た
。
ド
イ
ツ
外
務
省
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
・

オ
ラ
ン
ダ
経
由
は
在
墺
日
本
国
大
使
館
も
在
ウ
ィ
ー
ン
邦
人
に
指
示
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
立
国
へ
の
ル
ー
ト
は
多
く
の
ド
イ
ツ

在
住
者
が
利
用
し
た
経
路
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
プ
ラ
ハ
に
留

学
し
て
い
た
者
な
ど
は
、
そ
の
地
理
上
の
近
接
か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
を
経

由
し
て
ベ
ル
リ
ン
へ
行
き
、
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
他
の
日
本
人
と

合
流
し
て
、
同
様
の
行
程
を
辿
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
プ
ラ
ハ

か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
移
動
し
た
三
村
鐘
三
郎
は
、
当
時
人
気
を
博
し
て
い



二

た
芸
人
曾
我
廼
家
五
郎
や
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
三
浦
環
ら
と
同
地
で
遭
遇
し

た
こ
と
も
し
た
た
め
て
い
る
。
曾
我
廼
家
五
郎
は
欧
州
漫
遊
中
で
ロ
シ

ア
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
し
、
三
浦
環
は
声

楽
を
学
ぶ
た
め
に
リ
ヨ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
到
着
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
欧
州
情
勢
や
日
本
と
独
墺
と
の
関
係
が
風
雲
急
を
告
げ
る
中
、
ベ

ル
リ
ン
や
ド
イ
ツ
の
各
都
市
で
偶
然
出
会
っ
た
日
本
人
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
三
々
五
々
同
道
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
ド
イ
ツ
官
憲
は
日
独
開
戦
数
日
前
か
ら
「
保
護
検
束
」
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
途
上
や
国
境
前
で
事
情
聴

取
さ
れ
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
紹
介
さ
れ
た
者

た
ち
は
無
事
に
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、
不
運
に
も

拘
束
や
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
た
者
た
ち
も
い
た（
２
）。
今
回
紹
介
す
る
記
事
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
在
独
墺
邦
人
は
退
去
す
る
頃
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ

へ
向
か
う
邦
人
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
官
憲
が
検
束
や
逮
捕
を
し
て
い
る

事
態
を
仄
聞
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
者
も
ま
さ
に
間
一
髪

で
難
を
逃
れ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
在
独
邦
人
の
拘
禁
・
抑
留
に
関
し
て
ヴ
ィ
ッ
ピ
ヒ
氏
が

紹
介
す
る
事
例
で
は
、
こ
う
し
た
オ
ラ
ン
ダ
経
由
の
邦
人
処
遇
の
状
況

を
逆
手
に
と
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
の
邦
人
退
去
の
「
噂
」
を
流

し
、
こ
れ
に
ド
イ
ツ
官
憲
の
注
意
を
促
す
こ
と
で
、
今
一
つ
の
中
立
国

で
あ
る
ス
イ
ス
経
由
の
退
去
を
企
図
す
る
者
た
ち
も
い
た
。
だ
が
ド
イ

ツ
か
ら
ス
イ
ス
へ
の
退
去
は
す
で
に
ド
イ
ツ
官
憲
の
知
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
待
ち
構
え
た
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
者
も
い
た（
３
）。
一
方
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
国
内
か
ら
の
ス
イ
ス
退
去
ル
ー
ト
は
、
在
墺
日
本
大
使
館
閉
鎖

後
に
佐
藤
愛
麿
大
使
を
は
じ
め
と
し
て
大
使
館
関
係
者
が
こ
れ
を
利
用

し
、
そ
の
他
で
は
す
で
に
紹
介
し
た
城
戸
・
藤
井
両
名
の
解
放
に
際
し

て
用
い
ら
れ
た
。
総
動
員
令
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
の
鉄
道
移
動

が
困
難
に
な
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
同
様
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
邦
人
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
ル
ー
ト
を

用
い
る
上
で
、
安
全
に
通
行
す
る
た
め
の
様
々
な
便
宜
が
図
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
大
使
館
員
の
夫
人
の
記
事
に
は
退
去
に

伴
い
危
険
や
恐
怖
を
感
じ
た
と
あ
り
、
開
戦
と
共
に
対
日
感
情
が
頗
る

悪
化
し
、
敵
愾
心
の
高
揚
に
よ
っ
て
人
々
が
時
に
暴
力
行
為
に
及
ん
で

い
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
の
ち
に
参
謀
総
長
と
な
る
金
谷
範
三
を

め
ぐ
る
記
事
で
は
、
当
初
参
戦
武
官
の
打
診
が
あ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ

て
お
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
当
初
は
ま
さ
し
く
欧
州
の
局
地
戦
で

あ
っ
た
こ
と
も
窺
い
知
れ
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
「
現
代

の
起
点
」
と
な
る
大
戦
を
め
ぐ
る
情
勢
が
急
展
開
し
た
様
子
が
示
さ
れ

て
い
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
記
事
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
退

去
し
た
者
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
た
者
を
採
り
上
げ
て
き

た
。
日
本
側
の
資
料
で
は
、
抑
留
さ
れ
た
城
戸
と
藤
井
の
解
放
・
退
去

の
の
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ラ
イ
タ
川
以
西
）

に
在
留
し
た
日
本
人
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
４
）。

一
方
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
川
以
東
、
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ

リ
ー
王
国
内
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
八
年
十
月
の
段
階
で
六
名
の
日
本
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三

人
が
拘
留
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
日
本
の
俘
虜
情
報
局
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
て
い
る（
５
）。
そ
の
日
本
人
と
は
、
渡
邉
鑄ひ
さ

吉き
ち

（
料
理
人
）、
中
村
キ
セ

（
使
用
人
・
渡
邊
鑄
吉
妻
）、
長お
さ

田だ

三
平
（
軽
業
師
）、
パ
ウ
リ
ー
ナ
・

メ
ス
コ
（Paulina M

esko

）（
軽
業
師
・
長
田
三
平
妻
）、
長
田
ジ
ュ

ラ
（G

yula O
sada

）（
長
田
夫
妻
の
息
子
・
乳
児
）、
赤
石
孔と
お
る

（
騎
手
）

の
六
名
で
あ
り
、
一
九
一
五
年
の
二
月
に
日
本
の
利
益
代
表
国
だ
っ
た

ア
メ
リ
カ
か
ら
、
城
戸
と
藤
井
以
外
の
抑
留
者
と
し
て
日
本
に
そ
の
消

息
が
伝
え
ら
れ
て
い
た（
６
）。
当
時
、
城
戸
と
藤
井
の
解
放
に
向
け
て
在
墺

ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
働
き
か
け
て
お
り
、
三
月
末

に
は
両
名
と
も
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
合
わ
せ
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
使
館
を
経
由
し
た
依
頼
に
基

づ
き
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
拘
留
さ
れ
て
い
た
六
名
に
つ
い
て
、
同
地
に
留

ま
る
か
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
へ
退
去
す
る
か
、
在
ブ
ダ
ペ

シ
ュ
ト
米
国
総
領
事
館
が
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず

れ
も
帰
国
で
は
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
留
ま
る
こ
と
を
選
択
し
た（
７
）。

　

こ
う
し
た
判
断
の
理
由
に
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
六
名
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

生
活
基
盤
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
九
一
五
年

二
月
か
ら
三
月
あ
た
り
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
当
局

の
拘
禁
者
名
簿（
８
）で
は
、
渡
邊
鑄
吉
は
週
に
七
十
ク
ロ
ー
ネ
、
妻
中
村
キ

セ
は
四
十
ク
ロ
ー
ネ
の
収
入
を
得
て
お
り
、
長
田
三
平
は
千
二
百
ク

ロ
ー
ネ
の
生
活
費
を
申
告
し
て
お
り
、
両
家
族
と
も
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に

居
を
構
え
て
い
た
。
ま
た
赤
石
孔
は
騎
手
と
し
て
セ
メ
レ
氏
に
雇
用
さ

れ
て
お
り
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
の
北
東
に
あ
る
タ
タ
の
ト
ー
ヴ
ァ
ー
ロ

シ
ュ
（Tóváros

）
に
や
は
り
定
住
し
て
い
た
。
長
田
の
妻
子
を
除
け

ば
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
点
で
二
年
以
上
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
居
住
し
て
お

り
、
赤
石
に
至
っ
て
は
す
で
に
滞
在
五
年
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め

交
戦
国
と
は
い
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
生
計
を
捨
て
さ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
生
活
手
段
の
問
題
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の
が
処
遇
の

問
題
で
あ
り
、
こ
の
点
を
六
名
が
残
留
し
た
別
の
背
景
と
し
て
指
摘

で
き
よ
う
。
M
・
ス
テ
ィ
ベ
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
間
人
抑
留
政

策
の
整
理
に
よ
れ
ば（
９
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
状
況
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ

れ
に
多
く
の
点
で
類
似
し
つ
つ
も
、
軍
事
・
財
政
・
外
交
以
外
は
両
国

の
内
政
事
項
と
す
る
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
体
制
の
た
め
、
民
間
人
抑
留
政

策
は
両
国
で
別
個
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の

敵
国
民
間
人
の
監
視
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
陸
軍
省
内
の
戦
時
監
視
局

（K
riegsüberw

achungsam
t

）
で
は
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
省
内
の

戦
時
監
視
委
員
会
（H

adifelügyleti B
izottság

）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
、
敵
国
民
間
人
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

同
様
の
形
態
と
な
っ
て
お
り
、「
危
険
な
」
あ
る
い
は
困
窮
し
た
外
国

人
は
抑
留
さ
れ
、
そ
の
他
の
「
財
力
の
あ
る
」
者
に
つ
い
て
は
、
収
容

所
近
く
の
村
な
ど
特
定
地
区
で
「
拘
禁
」
さ
れ
る
か
（
ク
ラ
ス
A
）、

さ
ら
に
「
危
険
性
な
し
」
と
さ
れ
れ
ば
、
従
来
生
活
し
て
い
た
場
所
に

警
察
の
監
視
下
で
滞
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
ク
ラ
ス
B
）。
ま

た
、
こ
れ
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
戦
争
の
長
期
化
に
伴
い
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
民
間
人
抑
留
シ
ス
テ
ム
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
は
異
な
る
展
開
が
生



四

じ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
民
間
人
抑
留
収
容
所
が
整
理
統
合
さ
れ
て

い
っ
た
の
に
対
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
小
さ
な
収
容
所
群
が
増
大

し
、
そ
の
周
囲
に
抑
留
者
が
分
散
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
収
容
所
群
の
中

心
部
分
か
ら
幾
分
離
れ
た
箇
所
で
の
拘
禁
を
認
め
る
と
い
う
形
を
採
っ

た
。
こ
れ
ら
の
分
類
に
鑑
み
て
、
今
回
紹
介
す
る
記
事
か
ら
は
、
当
該

六
名
が
拘
禁
ク
ラ
ス
B
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
警
察

の
監
視
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
か
な
り
の
「
自
由
な
」
生
活
を
送
っ

て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
処
遇
の
よ
さ
も
、
六
名
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
も
拘
わ
ら
ず
生
活
の
継
続
を
決
断

す
る
上
で
、
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
末
期
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
諸
民
族

の
動
き
だ
け
で
な
く
、
捕
虜
交
換
な
ど
で
帰
還
し
た
兵
士
た
ち
の
動
き

に
よ
っ
て
も
、
国
内
は
不
穏
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
く
。
赤
石
孔
と

渡
邊
鑄
吉
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
大
戦
に
関
連
す
る
抑
留
等
の
被
害

に
対
す
る
救
恤
金
の
支
給
を
申
請
し
た）
（1
（

。
赤
石
は
開
戦
当
初
の
段
階
で

敵
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
給
与
等
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
一
九
一
八
年
五
月
か
ら
休
戦
す
る
十
月
ま
で
、
突
然
、
敵

国
人
と
し
て
セ
グ
レ
ッ
ド
に
抑
留
さ
れ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
渡
邊
は

一
九
一
八
年
の
三
月
に
帰
還
兵
の
一
群
に
略
奪
を
受
け
た
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
残
留
し
た
六
名
の
命
運

に
も
、
な
お
知
ら
れ
ざ
る
困
難
が
な
お
存
在
し
た
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
存
在
し
た
日
本
人
に
つ
い

て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
非
公
式
に
滞
在
し
た
と
思
わ
れ
る
邦
人
と
合

わ
せ
て
、
今
後
一
層
の
解
明
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
紹
介

し
た
記
事
が
そ
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
凡
例
】

　

な
お
翻
刻
に
際
し
て
は
、
以
下
の
ル
ー
ル
に
依
っ
た
。

　

・
適
宜
段
落
を
整
理
し
、
句
読
点
は
中
黒
を
補
っ
た
。

　

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。

　

・
同
一
資
料
内
で
表
記
が
揺
れ
て
い
る
場
合
、
編
者
が
統
一
し
た
場
合
が
あ
る
。

　

・〔　

〕
お
よ
び
［　

］
の
記
述
は
、
編
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

五　

ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
経
由
の
退
去
者

　

①
太
齋
景
敏
「
墺
国
の
片
田
舎
で
観
た
開
戦
前
後
の
光
景
」（『
欧
州

戦
争
実
記
』
第
七
号
、
一
九
一
四
年
十
一
月（

（（
（

）

　
　
皇
太
子
暗
殺
の
悲
報

　

予
は
墺
地
利
の
ア
ル
プ
ス
連
山
の
麓
な
る
カ
ッ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
と
い

ふ
極
く
〳
〵
田
舎
の
方
に
引
込
ん
で
居
っ
た
。
従
っ
て
此
度
の
大
戦
争

に
就
い
て
は
大
都
会
の
状
況
は
一
向
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、

却
っ
て
田
舎
の
百
姓
な
ど
の
思
想
感
情
を
知
る
に
は
便
利
が
多
か
っ

た
。

　

六
月
二
十
八
日
に
墺
国
皇
太
子
暗
殺
の
悲
報
が
傳
え
ら
れ
時
と
い
ふ

も
の
は
、
老
幼
婦
女
子
に
至
る
ま
で
一
通
り
の
驚
き
で
は
な
か
っ
た
。

墺
国
皇
帝
は
最
早
御
老
體
で
あ
る
上
に
、
皇
太
子
は
あ
の
様
に
非
凡
の
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お
方
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
墺
国
民
は
片
田
舎
の
百
姓
に
至
る
ま
で
皇
太

子
の
杖
柱
と
頼
ん
で
居
っ
た
。
そ
の
皇
太
子
が
不
意
に
あ
の
通
り
の
有

様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
女
子
供
に
至
る
ま
で
、
丸
で
自
分
の
親

で
も
亡
く
な
っ
た
様
な
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。
血
気
に
は
や
る
若
い
者
は
、

塞
耳
比
亞
位
の
も
の
は
打
ち
潰
し
て
仕
舞
へ
と
騒
い
で
居
る
。
老
人
婦

人
は
此
為
め
戦
争
が
起
り
は
せ
ぬ
か
と
寄
り
〳
〵
顔
を
見
合
せ
て
は
心

配
し
て
居
る
、
と
い
う
や
う
な
有
様
で
、
自
分
も
唯
だ
〳
〵
気
の
毒
な

思
ひ
で
過
し
て
居
っ
た
。
従
っ
て
都
曾
に
於
け
る
雲
行
き
は
何
う
で
あ

る
か
、
都
曾
の
市
民
が
如
何
に
激
昂
し
て
居
る
か
、
如
何
な
る
騒
ぎ
を

し
て
居
る
か
と
い
ふ
様
な
事
情
を
知
り
た
い
と
思
ふ
け
ど
も
、
其
日
の

新
聞
さ
へ
容
易
に
手
に
入
ら
な
い
と
い
ふ
不
便
な
田
舎
で
か
ら
、
何
も

知
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
　
老
幼
婦
女
の
心
痛

　

皇
太
子
暗
殺
の
悲
報
で
動
揺
し
た
人
心
は
、
日
な
ら
ず
し
て
落
ち

着
い
た
が
、
そ
れ
と
共
に
一
般
に
戦
争
を
心
配
す
る
や
う
に
な
っ
た
。

愈
々
戦
争
が
始
ま
れ
ば
忽
ち
物
價
が
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
が
、
面
う
な

れ
ば
銘
々
の
生
活
が
益
々
困
難
に
な
る
か
ら
、
ど
う
か
此
儘
圓
滿
に
治

ま
っ
て
呉
れ
ゝ
好
い
が
、
と
云
ふ
の
が
田
舎
の
者
の
一
般
の
希
望
で

あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
七
月
二
十
四
日
に
は
愈
々
塞
国
に
向
っ
て
宣
戦
が
布

告
さ
れ
た
。
當
時
婦
女
子
の
驚
き
と
嘆
き
と
は
一
通
り
で
は
な
か
っ

た
。
宣
戦
布
告
と
同
時
に
其
の
日
の
中
に
諸
物
價
は
忽
ち
ど
っ
と
騰

が
っ
た
。
愈
々
悲
嘆
憂
愁
の
陰
鬱
な
る
空
気
は
、
平
和
な
田
舎
を
覆
う

て
仕
舞
っ
た
。
翌
二
十
五
日
の
夕
方
に
は
、
ド
ナ
ウ
河
の
国
境
に
於
い

て
墺
塞
両
軍
の
初
戦
が
行
は
れ
た
と
い
う
報
知
が
来
た
。
朴
訥
な
田
舎

の
者
の
事
で
あ
る
か
ら
、
示
威
運
動
な
ど
と
い
ふ
様
な
事
は
少
し
も
な

い
が
、
唯
だ
戦
争
の
成
り
行
き
に
就
い
て
非
常
に
心
配
し
て
居
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
に
召
集
令
を
受
け
て
今
日
は
何
村
か
ら
五
人
、
明
日

は
何
村
か
ら
七
人
と
い
ふ
風
に
、
続
々
出
征
の
途
に
上
る
若
者
を
見
受

け
た
。
村
の
有
志
が
旗
を
立
て
、
楽
隊
を
先
頭
に
し
て
其
の
出
征
を
壮

ん
に
し
て
送
る
模
様
は
、
日
本
と
少
し
も
違
い
は
な
い
が
、
一
面
に
於

い
て
、
妻
子
老
婆
な
ど
が
別
れ
を
惜
ん
で
、
出
征
者
の
腕
に
す
が
っ
て

泣
き
叫
ん
で
居
る
有
様
は
、
日
本
な
ど
で
到
底
見
ら
れ
な
い
図
で
あ

る
。
悪
く
云
へ
ば
、
余
り
露
骨
で
、
丁
度
芝
居
で
も
見
る
や
う
な
有
様

で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
感
情
を
抑
え
ず
隠
さ
ず
天
真
爛
漫
な
所
は
真
に

同
情
に
堪
え
な
か
っ
た
。
そ
の
一
週
間
に
し
て
、
独
逸
が
露
西
亞
に
対

し
て
宣
戦
を
布
告
し
た
と
の
報
に
接
し
た
。
此
の
急
報
を
手
に
す
る

や
、
墺
国
民
は
一
般
に
急
に
非
常
な
元
気
を
増
し
た
。
そ
し
て
、
人
気

が
余
程
活
気
を
帯
び
て
来
た
け
れ
ど
も
、
其
の
頃
か
ら
鉄
道
の
聯
絡
は

次
第
に
困
難
と
な
っ
て
来
た
と
い
ふ
報
せ
を
受
け
た
か
ら
、
こ
ん
な
所

に
居
て
は
先
々
ど
ん
な
騒
動
が
起
ら
ん
と
も
計
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
、

早
速
帰
朝
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
。

　
　
欧
州
全
大
陸
の
混
乱

　

予
は
墺
国
を
出
て
独
逸
を
過
ぎ
、
そ
れ
よ
り
白
耳
義
に
入
り
、
暫
時

安
府
に
滞
在
し
た
。
独
軍
が
白
耳
義
の
国
境
を
侵
略
し
た
と
い
ふ
こ
と

は
、
八
月
五
日
の
晩
安
府
で
始
め
て
聞
い
た
。
市
民
も
此
の
急
報
に
接
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し
て
は
非
常
に
騒
ぎ
出
し
た
。
予
は
早
速
其
の
翌
六
日
倫
敦
に
向
っ
て

出
発
し
た
。
倫
敦
で
は
思
っ
た
程
の
騒
ぎ
も
な
く
、
一
般
に
平
穏
で

あ
っ
た
。
此
地
に
十
日
余
り
居
る
中
に
、
唯
一
回
出
征
す
る
軍
人
を
見

受
け
た
ゞ
け
で
あ
る
。

　

八
月
十
五
日
、
愈
々
倫
敦
を
立
っ
て
帰
朝
航
海
の
途
に
就
い
た
。
そ

れ
よ
り
は
何
も
変
っ
た
出
来
事
も
起
ら
ず
、
只
だ
途
中
二
三
回
停
船
を

命
ぜ
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
何
れ
も
巡
検
せ
る
英
佛
の
軍
艦

で
、
我
々
の
船
が
日
本
船
と
見
る
や
直
ち
に
開
放
し
て
呉
れ
た
。

　

②
太
齋
景
敏
「
自や
け
く
そ

暴
糞
の
萬
歳
呼
は
り 

─ 

独
兵
酒
気
を
帯
び
て
市

内
を
濶
歩
す 

─
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
四
年
九
月
二
十
九
日
）

　

墺
太
利
カ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ヒ
の
ボ
ー
レ
ル
會
社
に
二
年
間
勤
務
し
て
ゐ

た
と
い
ふ
東
京
砲
兵
工
廠
附
太
齋
景
敏
氏
は
か
う
語
る
「
墺
太
利
が
塞

耳
維
を
相
手
に
戦
ふ
べ
く
初
め
て
動
員
を
や
っ
た
の
は
七
月
の
二
十
四

日
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
翌
日
ト
リ
エ
ス
ト
か
ら
ウ
イ
ン
ナ
へ
出
て
ま

づ
徐
に
形
成
を
見
て
ゐ
た
。
そ
の
當
時
国
内
の
様
子
は
案
外
平
静
で
勿

論
ボ
ツ
〳
〵
軍
隊
の
輸
送
は
始
ま
っ
て
ゐ
た
模
様
で
あ
っ
た
が
、
別
に

著
し
い
変
動
も
な
か
り
相
な
の
で
實
は
内
心
タ
カ
を
括
っ
て
帰
ら
う
か

帰
る
ま
い
か
を
迷
っ
て
ゐ
た
次
第
で
あ
る
。
処
が
形
成
は
刻
々
急
を
加

へ
て
、
独
逸
が
動
員
す
る
と
か
、
英
国
が
出
兵
す
る
と
か
穏
や
か
な
ら

ぬ
風
説
が
夫
か
ら
夫
へ
と
傳
わ
り
、
而
も
そ
れ
が
愈
よ
事
實
と
な
っ
て

現
は
れ
出
し
た
の
で
、
ウ
イ
ン
ナ
は
騒
然
と
し
て
殺
気
立
っ
て
来
た
、

金
融
は
途
絶
す
る
、
各
商
店
は
閉
店
す
る
。
外
貨
の
兩
替
な
ど
何
処
へ

い
っ
て
も
お
断
り
様
と
い
ふ
次
第
そ
こ
で
愈
よ
伯
林
遁
れ
や
う
と
決
心

し
、
八
月
一
日
ウ
イ
ン
ナ
を
立
っ
た
が
、
こ
の
時
は
既
に
独
逸
が
動
員

し
た
後
の
こ
と
ゝ
て
国
境
で
列
車
は
停
車
を
命
ぜ
ら
れ
、
什
し
て
も
独

逸
へ
這
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
、
そ
れ
を
八
方
藎
力
し
た
結
果
辛
く
も

一
臺
の
乗
合
馬
車
を
見
出
し
て
同
日
夕
方
伯
林
へ
着
い
た
が
、
伯
林
の

騒
は
實
に
豫
想
外
の
も
の
で
、
停
車
場
と
い
ふ
停
車
場
は
悉
く
武
装
し

た
軍
隊
で
滿
た
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
ん
な
工
合
で
軍
隊
輸
送
の
た
め
に

却
々
普
通
乗
客
を
顧
み
る
遑
な
ど
は
な
く
、
待
た
さ
れ
る
こ
と
實
に
一

晝
夜
半
、
辛
と
三
日
午
前
一
時
と
い
ふ
頃
に
そ
れ
も
三
等
客
車
の
隅
っ

こ
に
乗
せ
ら
れ
て
エ
ッ
セ
ン
へ
向
っ
た
。
所
が
エ
ッ
セ
ン
の
騒
ぎ
と
来

た
ら
伯
林
処
で
な
く
、
召
集
さ
れ
た
兵
士
の
一
團
が
群
を
な
し
て
市
中

を
練
り
歩
く
、
三
色
旗
を
眞
先
に
軍
歌
を
唄
っ
て
進
む
の
だ
が
、
そ
れ

が
秩
序
あ
る
行
進
で
は
な
く
、
酒
気
を
帯
び
た
軍
隊
が
自
暴
無
茶
に
萬

歳
を
怒
鳴
り
散
ら
し
て
市
中
を
暴
れ
廻
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
形
で
あ
る
、

事
態
か
く
の
如
く
愈
よ
急
な
の
で
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ
出
や
う
と
同
日
即

ち
三
日
の
午
後
五
時
、
早
々
エ
ッ
セ
ン
を
出
發
し
た
が
、
到
る
処
要

所
々
々
の
停
車
場
そ
の
他
に
は
軍
隊
や
警
官
が
配
置
さ
れ
警
戒
頗
る
巖

重
を
極
め
、
ま
さ
か
と
は
思
ふ
が
危
險
千
萬
な
話
な
の
で
思
ひ
切
っ
て

引
返
し
大
迂
回
を
や
っ
て
和
蘭
の
ヒ
ン
ロ
ー
へ
出
、
ヒ
ン
ロ
ー
か
ら
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
へ
着
い
た
の
は
五
日
で
あ
っ
た
。
恰
も
こ
の
日
熱
田
丸
が

入
港
し
て
ゐ
た
の
で
、
直
ち
に
乗
船
し
て
六
日
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
發
倫
敦

へ
遁
れ
た
の
だ
が
、
自
分
は
比
較
的
時
機
が
早
か
っ
た
の
で
さ
ま
で
困

難
を
感
じ
な
か
っ
た
の
は
誠
に
幸
福
で
あ
っ
た
。」
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七

　

③
西
村
美
亀
次
郎
「
在
欧
日
本
留
学
生
の
安
否 

─ 

神
戸
病
院
西
村

医
長
、
物
案
じ
の
留
守
宅
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
四
年
八
月

二
十
日
）

　

欧
州
の
戦
乱
愈
大
き
く
な
つ
て
各
地
の
通
信
次
第
に
杜
絶
し
彼
我
の

事
情
も
不
明
に
な
つ
た
か
ら
、
欧
州
の
各
国
に
留
学
し
て
居
る
人
人
の

家
庭
で
は
孰
れ
も
心
配
と
憂
慮
を
も
つ
て
遠
く
遊
学
の
人
の
身
の
上
に

思
ひ
を
走
ら
し
て
居
る
が
、
殊
に
日
独
間
は
日
本
か
ら
最
後
の
通
牒
を

発
し
二
十
三
日
迄
の
回
答
次
第
に
よ
つ
て
は
振
り
上
げ
た
日
本
の
拳
固

が
ど
の
辺
に
飛
ぶ
か
判
ら
ず
実
に
危
機
一
髪
と
い
ふ
時
に
な
り
日
独
開

戦
説
が
や
が
て
事
実
と
な
つ
て
現
は
れ
さ
う
な
取
沙
汰
を
す
る
昨
今
、

留
学
生
の
家
族
は
益
々
不
安
の
色
に
包
ま
れ
て
来
た
。

　
　
▲
留
学
生
の
身
上

　

今
日
本
の
文
部
省
留
学
生
は
独
逸
を
中
心
に
し
て
英
墺
露
米
と
い
ふ

順
序
で
目
下
伯
林
に
滞
在
し
て
居
る
数
の
み
に
て
も
七
十
三
人
だ
と
謂

ふ
が
こ
れ
等
の
人
達
は
通
信
も
一
時
は
杜
絶
え
学
資
金
さ
へ
大
抵
七
月

一
杯
で
途
切
れ
た
の
が
多
く
独
逸
と
の
国
交
が
昨
今
の
や
う
な
仲
に
な

つ
て
見
る
と
独
国
政
府
の
待
遇
も
誠
に
思
ひ
半
に
過
ぎ
る
程
で
あ
ら
う

か
ら
七
十
三
人
は
唯
大
使
館
の
保
護
に
待
つ
よ
り
外
は
な
い
次
第
で
あ

る
。

　
　
▲
西
村
医
学
士

　

本
県
の
留
学
生
と
し
て
は
県
立
神
戸
病
院
眼
科
医
長
医
学
士
西
村
美

亀
次
郎
氏
唯
一
人
で
あ
つ
て
本
年
四
月
十
三
日
神
戸
駅
発
先
づ
伯
林
に

入
り
そ
の
後
は
墺
太
利
プ
ラ
グ
に
滞
在
し
て
同
地
の
大
学
校
に
通
学
し

熱
心
研
究
中
で
あ
る
が
、
動
乱
後
は
同
氏
の
留
守
宅
は
勿
論
県
立
病
院

で
も
非
常
に
案
じ
て
居
る
。
今
同
院
長
鈴
木
博
士
を
訪
う
て
そ
の
安
否

を
糺
し
て
見
た
。
そ
の
話
に
よ
る
と
西
村
医
学
士
か
ら
の
近
信
は
本
月

八
日
に
着
し
た
の
が
最
終
で
あ
つ
て
そ
の
書
信
の
発
送
当
時
は
ま
だ
こ

ん
な
騒
動
の
起
ら
ぬ
前
で
あ
つ
た
か
ら
戦
乱
に
関
し
て
は
何
も
書
い
て

な
か
つ
た
。
八
月
の
上
旬
に
露
都
で
開
か
れ
る
万
国
眼
科
医
大
会
に
出

席
す
る
と
あ
つ
た
け
れ
ど
、
こ
の
騒
動
で
は
開
会
も
□
□
□
よ
し
行
つ

た
所
で
帰
る
事
も
出
来
な
い
位
で
あ
ら
う
。

　
　
▲
学
資
の
心
配
は
無
い

　

留
学
生
中
に
は
学
資
の
欠
乏
し
た
の
も
あ
る
や
う
な
噂
で
あ
る
が
、

西
村
学
士
は
出
発
の
際
半
年
度
分
学
資
二
千
円
の
上
へ
私
金
を
持
つ
て

行
つ
た
し
、
此
金
は
正
金
銀
行
扱
ひ
の
預
金
で
倫
敦
に
送
り
各
国
各
地

で
自
由
に
取
付
け
ら
れ
る
か
ら
金
の
心
配
は
無
い
が
、
こ
の
戦
乱
中
ユ

ツ
ク
リ
勉
強
が
出
来
る
か
何
（
ど
）
う
か
そ
れ
が
心
配
で
あ
る
。
何
分

大
国
の
事
で
あ
る
か
ら
戦
争
の
た
め
勉
学
に
影
響
あ
り
と
は
思
へ
ぬ
と

し
て
愈
々
彼
我
戦
端
が
開
か
れ
彼
の
国
の
在
留
邦
人
引
揚
□
な
つ
た
ら

折
角
の
留
学
も
中
止
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
の
み
が
同
氏
の
た
め
誠
に
惜

む
べ
き
事
で
あ
る
。
併
し
又
こ
ん
な
大
戦
争
の
際
か
の
国
に
在
留
す
る

事
は
実
に
千
載
の
一
遇
、
そ
の
上
戦
争
に
よ
つ
て
珍
ら
し
い
外
科
学
上

の
新
し
い
見
分
を
得
て
意
外
の
研
究
が
出
来
る
か
も
判
ら
ぬ

　
　
▲
研
学
者
の
恨
事

　

西
村
医
学
士
在
留
の
プ
ラ
グ
は
七
千
余
の
軍
隊
も
あ
り
、
そ
の
大
学

は
世
界
有
数
の
も
の
で
あ
つ
て
日
本
の
留
学
生
は
西
村
君
を
合
せ
て
七



八

人
目
下
何
（
ど
）
う
し
て
居
る
か
近
況
が
判
ら
ぬ
ま
ゝ
亜
米
利
加
経
由

に
よ
つ
て
手
紙
を
送
り
維
也
納
の
日
本
大
使
館
へ
万
一
引
揚
の
際
に
処

す
る
た
め
の
手
続
を
す
る
や
う
に
言
ひ
送
つ
た
が
、
そ
の
後
神
戸
か
ら

は
飯
田
技
師
が
独
逸
へ
出
発
し
て
目
下
そ
の
途
中
で
あ
る
し
、
下
山
手

通
の
大
村
貞
吉
氏
も
已
に
本
月
一
日
に
荷
物
を
送
り
来
月
一
日
伯
林
へ

出
発
の
予
定
も
戦
乱
に
よ
り
て
延
期
さ
れ
た
位
で
あ
つ
て
、
交
戦
の
た

め
に
学
問
の
研
究
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
の
恨
事
で
あ
る
。
併

し
西
村
君
の
安
否
に
就
い
て
は
何
の
心
配
も
な
く
定
め
て
面
白
い
戦
況

を
聞
き
な
が
ら
勉
強
し
て
居
る
こ
と
で
あ
ら
う
、
と
鈴
木
院
長
の
話
で

あ
つ
た
。

　
　
▲
胸
轟
く
号
外
の
声

　

右
に
付
き
西
村
医
学
士
の
留
守
宅
を
奥
平
野
に
訪
ふ
と
夫
人
ま
さ
尾

の
方
は
語
る
。「
主
人
か
ら
の
近
況
は
本
月
七
日
以
後
未
だ
参
り
ま
せ

ず
、
号
外
の
参
り
ま
す
度
、
胸
を
痛
め
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
何
と
致
し

様
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
最
近
の
手
紙
に
は
プ
ラ
グ
で
桜
の
実
が
美
味
か

つ
た
な
ぞ
罪
の
な
い
事
許
り
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
開
戦
後
の
便
が

モ
ウ
参
り
ま
す
か
と
待
て
居
り
ま
す
。
別
段
身
上
に
心
配
は
な
か
ら
う

と
は
存
じ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
、
折
角
参
り
ま
し
た
の
に
途
中
で
帰
り

ま
す
や
う
で
は
勉
強
も
出
来
ま
せ
ん
か
ら
そ
れ
を
誠
に
残
念
に
存
じ
ま

す
」。

　

④
西
村
美
亀
次
郎
「
戦
乱
地
の
留
学
生
無
事
の
報
」（『
神
戸
新
聞
』

一
九
一
四
年
八
月
二
十
一
日
）

　
　
▲
当
地
西
村
医
学
士
は
倫
敦
に
避
難

　

全
欧
の
大
戦
乱
に
関
し
て
欧
州
各
国
に
在
留
せ
る
本
邦
学
生
の
安
否

頗
る
気
遣
は
れ
、
殊
に
日
独
の
国
交
今
や
危
機
に
迫
り
居
れ
る
上
、
凶

暴
な
る
独
逸
は
避
難
せ
ん
と
す
る
わ
が
留
学
生
を
捉
へ
て
こ
れ
に
凌
辱

を
与
へ
た
り
と
の
来
電
さ
へ
伝
は
り
、
わ
が
国
遣
外
学
生
の
身
上
愈
気

遣
は
れ
、
本
県
よ
り
留
学
生
と
し
て
渡
欧
し
墺
国
プ
ラ
グ
に
在
り
し
神

戸
病
院
眼
科
医
長
西
村
医
学
士
も
亦
こ
の
危
険
地
に
在
り
て
そ
の
後
の

安
否
如
何
か
と
案
じ
ら
れ
、
本
月
に
入
り
て
よ
り
そ
の
通
信
さ
へ
絶
え

居
た
り
し
に
、
昨
廿
日
突
然
同
氏
無
事
の
報
伝
は
れ
り
。
即
ち
十
九
日

午
前
十
時
三
十
五
分
倫
敦
発
二
十
日
午
前
九
時
五
十
五
分
着
の
電
報
、

鈴
木
医
学
博
士
の
元
に
達
し
、
電
報
は
唯
「
ヨ
ワ
ア
ン
ゼ
ン
ナ
リ
」
と

の
み
に
て
詳
細
を
知
り
難
き
も
、
察
す
る
と
こ
ろ
外
電
報
ず
る
所
の
如

く
同
医
学
士
も
逸
早
く
倫
敦
に
避
難
し
た
る
も
の
な
る
べ
く
そ
の
途
中

に
て
或
は
独
逸
国
の
横
暴
に
遭
ひ
し
や
も
知
る
可
か
ら
ず
、
さ
れ
ど
無

事
な
り
と
聞
き
て
同
氏
の
家
庭
は
勿
論
県
立
病
院
に
て
も
初
め
て
安
堵

し
た
り
と
。

　

⑤
西
村
美
亀
次
郎
「
瑞
西
ベ
ル
ン
よ
り
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
五

年
八
月
二
十
七
日
）

　
　
県
立
神
戸
病
院
西
村
医
学
士
近
信

　

小
生
巴
里
よ
り
瑞
西
チ
ユ
リ
ツ
ヒ
に
参
り
一
週
間
滞
在
の
後
、
当
ベ



第
一
次
世
界
大
戦
と
在
墺
日
本
人
の
抑
留
問
題
（
四
・
完
）

九

ル
ン
に
転
じ
ベ
ル
ン
大
学
眼
科
教
授
ジ
ー
グ
リ
ス
ト
氏
の
許
に
て
研
究

す
る
事
と
相
成
候
。
予
て
聞
き
及
び
し
如
く
チ
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
と
い
ひ
当

地
と
い
ひ
そ
の
絶
景
誠
に
世
界
一
の
名
に
耻
ぢ
ず
当
地
在
留
日
本
人
は

小
生
を
合
せ
て
六
名
、
教
室
に
て
は
教
授
中
の
手
術
を
見
、
又
講
義
を

聴
き
居
候
。
そ
の
親
切
な
る
待
遇
は
万
里
孤
客
の
身
に
取
り
染
々
（
し

み
〳
〵
）
心
嬉
し
く
且
市
民
一
般
の
気
風
も
良
く
日
本
人
は
安
ん
じ
て

留
学
す
る
を
得
申
候
（
七
月
八
日
瑞
西
ベ
ル
ン
、
ア
ウ
ゲ
ン
ク
リ
ニ
ツ

ク
大
学
に
て
西
村
生　

図
は
ベ
ル
ン
、
ア
ル
ペ
ン
河
上
の
紀
念
高
梁

橋
）

　

⑥
三
村
鐘
三
郎
「
伯
林
か
ら
和
蘭
へ 
─ 
本
邦
留
学
生
避
難
の
詳
報
」

（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
四
年
九
月
二
十
六
日
）

　
　
▲
本
邦
留
学
生
避
難
の
詳
報

　

農
商
務
省
技
師
三
村
鐘
三
郎
氏
は
墺
国
に
留
学
中
で
あ
っ
た
が
今
度

の
欧
州
大
開
戦
と
共
に
先
づ
身
を
以
て
伯
林
に
遁
れ
そ
り
よ
り
百
方
苦

心
の
末
漸
く
和
蘭
に
避
難
し
た
左
は
同
国
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
か
ら
八

月
十
四
日
附
を
以
て
岡
本
山
林
局
長
に
宛
て
郵
送
し
来
っ
た
書
信
の
一

説
で
あ
る
。

　
　
▲
墺
国
よ
り
伯
林
へ

　
「
七
月
二
十
八
日
墺
塞
開
戦
の
前
か
ら
私
は
留
学
地
出
發
の
準
備
を

整
へ
て
置
い
た
が
動
員
の
爲
め
交
通
は
一
時
中
止
と
な
り
何
う
し
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
と
案
じ
て
ゐ
る
と
引
續
い
て
英
国
と
開
戦
と
な
っ
た

の
で
最
早
一
日
も
猶
豫
は
成
ら
ず
と
大
使
館
と
市
長
の
證
明
書
を
貰
ひ

受
け
荷
物
も
自
分
で
携
帯
し
得
る
程
度
の
も
の
と
し
八
月
七
日
先
づ
伯

林
へ
向
つ
た
之
は
他
に
途
が
な
か
っ
た
爲
め
で
あ
る
。
そ
し
て
深
夜

十
二
時
ボ
ー
デ
ン
バ
ッ
ハ
市
に
ザ
ク
セ
ン
王
国
警
察
署
の
證
明
書
を
請

取
り
て
平
時
は
七
時
間
に
て
到
達
し
得
る
伯
林
へ
二
十
四
時
間
を
費
や

し
て
到
着
し
た
。

　
　
▲
留
学
生
の
大
混
乱

　

當
時
伯
林
に
は
独
逸
国
内
に
在
る
我
留
学
生
の
全
部
が
自
分
と
同
じ

く
避
難
し
て
来
た
の
で
日
本
大
使
館
も
日
本
人
倶
楽
部
も
大
混
雑
佛
国

境
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
か
ら
避
難
し
た
人
な
ど
は
独
逸
官
憲
兵
の
爲
嚴
密

な
る
身
體
檢
査
を
受
け
一
書
夜
一
片
の
パ
ン
一
掬
の
水
も
得
ざ
る
窮
境

に
陥
り
中
立
国
た
る
瑞
西
国
境
は
十
基
間
の
鉄
道
を
破
壊
し
た
爲
め
非

常
に
困
難
し
た
と
云
う
話
な
ど
を
聞
い
た
。
其
中
日
本
が
中
立
を
宣
言

せ
ざ
る
は
英
国
を
扶
け
て
背
面
よ
り
独
逸
を
衝
く
爲
め
だ
と
云
う
不
安

が
独
逸
国
内
に
漲
り
立
っ
た
の
で
日
本
人
の
身
邊
に
は
危
險
が
刻
々
に

近
づ
い
て
来
た
。

　
　
▲
寝
巻
一
枚
本
一
册

　

仍
で
一
日
も
早
く
帰
朝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
百
万
苦
心
し
た
が
西
比
利

亞
線
経
由
に
次
で
は
米
国
横
断
線
が
よ
い
と
聞
い
た
け
れ
ど
も
ロ
イ
ド

汽
船
會
社
は
休
航
の
爲
め
和
米
航
路
に
據
る
の
外
途
な
き
を
覚
悟
し
た

が
そ
れ
と
て
も
迚
も
乗
船
の
方
法
が
な
い
の
で
今
度
は
和
蘭
の
東
洋
通

ひ
汽
船
に
目
を
着
け
十
五
日
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
發
を
僥
倖
せ
ん
と
企

て
十
一
日
午
後
六
時
荷
物
を
大
使
館
に
預
け
夜
十
一
時
出
掛
け
る
途
中

で
我
が
友
人
十
六
人
組
と
遭
遇
し
た
処
が
諸
説
紛
々
英
貨
は
没
収
さ
る



一
〇

べ
し
と
か
書
類
は
焼
却
さ
る
べ
し
と
か
噂
し
中
に
は
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着

用
し
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
寝
衣
一
枚
書
籍
一
冊
と
云
ふ
神
経
過
敏
家
も
あ
り

私
が
二
箇
の
鞄
を
所
持
し
て
る
の
を
盛
に
中
止
せ
よ
と
云
ふ
の
を
聴
か

ず
四
倍
の
時
間
と
三
四
時
間
宛
の
乗
換
時
間
を
費
や
し
て
漸
と
の
事
で

国
境
へ
着
い
た
。

　
　
▲
漸
と
一
室
發
見
た

　

処
が
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
く
国
境
で
は
儉
査
形
式
的
で
無
事
通
行

が
出
来
私
は
無
事
當
地
に
着
き
ま
し
た
。
他
の
一
行
は
先
づ
海
牙
の
公

使
館
に
至
り
證
明
書
お
貰
っ
て
英
国
に
渡
り
日
本
郵
船
又
は
米
国
航
路

に
依
て
帰
朝
す
る
と
申
し
て
居
り
ま
す
。
私
は
早
速
米
国
航
路
を
尋
ね

廻
っ
た
け
れ
ど
も
十
月
に
な
ら
ね
ば
明
ぬ
と
の
こ
と
更
に
東
洋
廻
り
を

探
し
た
と
こ
ろ
漸
と
一
室
發
見
ま
し
た
の
で
明
十
五
日
出
發
を
決
定
致

し
ま
し
た
。
而
し
乗
船
が
確
實
に
出
来
る
か
何
う
か
は
自
分
に
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
取
敢
ず
一
書
を
認
め
て
置
き
ま
す
。」

　

⑦
三
村
鐘
三
郎
「「
蘭
船
に
便
乗
し
僅
に
敵
国
を
逸
出
す 
─ 
墺
国

よ
り
帰
朝
せ
し
三
村
技
師
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
四
年
十
月
十

日
）

　

農
商
務
技
師
三
村
鐘
三
郎
氏
は
明
治
十
四
年
九
月
同
省
の
留
学
生
と
し
て
墺
匈
国
に
至

り
プ
ラ
ー
グ
大
学
教
授
植
物
生
理
学
の
泰
斗
チ
ャ
ペ
ッ
ク
博
士
に
就
い
て
林
産
物
製
造

原
料
の
研
究
を
な
す
と
共
に
同
国
の
産
業
状
態
を
視
察
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
今
回
端
な
く

も
欧
国
の
大
乱
に
逢
ひ
八
月
七
日
プ
ラ
ー
グ
よ
り
避
難
し
て
独
逸
に
入
り
和
蘭
よ
り
同

国
汽
船
に
便
乗
し
て
カ
ル
カ
ッ
タ
に
至
り
同
地
よ
り
日
本
郵
船
讃
岐
丸
に
轉
乗
し
て
昨

日
神
戸
に
帰
着
し
た
る
が
氏
は
往
訪
の
記
者
に
左
の
如
く
語
れ
り
。

　
　「
巴
里
へ
巴
里
へ
」

　

八
月
一
日
以
来
、
全
墺
匈
国
は
大
動
員
を
行
ひ
国
を
挙
げ
て
湧
く
が

如
く
国
民
は
正
に
熱
狂
の
高
潮
に
越
し
た
る
か
を
思
は
れ
た
る
が
我
等

が
師
事
し
居
た
る
チ
ャ
ペ
ッ
ク
博
士
の
助
手
七
名
も
悉
く
召
集
さ
れ
参

り
て
残
り
は
僅
か
に
自
分
一
人
と
な
り
た
る
よ
り
自
分
も
留
学
期
の
既

に
終
ら
ん
と
す
る
を
幸
ひ
に
帰
国
の
途
に
上
ら
ん
と
し
た
る
に
博
士
は

決
し
て
危
害
の
自
分
に
及
ば
ざ
る
べ
き
を
保
障
し
、
今
後
二
三
ヶ
月
の

闇
滞
在
を
し
て
は
如
何
と
頗
る
懇
切
に
勧
め
ら
れ
た
る
も
自
分
は
屹
度

危
害
の
身
邊
に
及
ぶ
べ
き
と
を
直
覚
し
た
れ
ば
恩
愛
深
き
チ
ャ
ベ
ッ
ク

博
士
を
少
時
の
袂
を
別
ち
て
八
月
七
日
、
大
混
乱
の
中
に
プ
ラ
ー
グ
を

出
て
同
行
七
人
と
共
に
同
八
日
夜
伯
林
に
到
着
し
た
り
、
當
時
伯
林
は

宣
戦
布
告
あ
り
て
漸
く
旬
日
、
市
を
挙
げ
て
殆
ど
狂
す
る
が
如
く
郊
外

を
横
断
に
走
る
軍
隊
輸
送
の
各
列
車
は
悉
く
「
巴
里
へ
巴
里
へ
」
と
書

き
た
る
札
を
掲
げ
死
を
決
し
た
る
軍
人
は
勇
躍
し
て
何
れ
も
難
に
赴
か

ん
と
す
る
態
寧
ろ
物
凄
き
程
な
り
。

　
　
駅
頭
の
看
護
婦

　

汽
車
墺
匈
国
よ
り
一
度
独
逸
の
領
域
に
入
れ
ば
四
邊
の
空
気
何
と
な

く
殺
気
立
ち
墺
匈
国
人
は
何
れ
も
口
々
に
「
ロ
シ
ア
が
恐
い
」
と
叫
べ

る
に
比
し
独
逸
人
の
決
心
は
頗
ぶ
る
固
く
天
下
を
席
捲
せ
ん
と
す
る
の

気
慨
自
か
ら
言
外
に
溢
れ
、
各
停
車
場
に
は
物
売
の
声
全
く
絶
江
て
篤

志
看
護
婦
會
員
の
面
々
何
れ
も
盛
装
を
凝
し
て
東
奔
西
走
し
出
陣
の
将

士
を
慰
む
る
に
日
も
之
れ
足
ら
ざ
る
が
如
き
有
様
な
る
が
彼
女
等
食
物
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一

慰
精
品
を
車
中
の
士
卒
に
與
ふ
る
の
み
な
ら
ず
濃
艶
な
る
言
語
を
以
て

彼
等
の
労
を
慰
め
つ
ゝ
あ
り
自
分
に
も
尠
か
ら
ぬ
物
品
を
惠
與
し
呉
た

る
を
以
て
自
分
は
「
日
本
人
也
」
と
言
ひ
し
に
彼
女
等
は
言
下
に
「
日

本
人
は
ロ
シ
ヤ
に
将
ち
た
る
国
民
也
。
こ
の
後
も
宜
し
く
御
頼
み
申

す
。」
と
云
ひ
捨
て
ゝ
何
れ
へ
か
立
ち
去
り
た
り
。

　

⑧
箕
山
生
「
独
墺
を
逃
れ
て
（
上
）（
下
）」（『
読
売
新
聞
』

一
九
一
四
年
九
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日（

（1
（

）

　

忘
れ
も
せ
ぬ
六
月
二
十
八
日
、
仕
事
を
少
し
早
く
切
上
げ
て
五
時
半

に
研
究
所
を
飛
出
す
途
端
、
出
逢
頭
に
研
究
所
の
助
手
に
遭
ふ
と
、
突

然
皇
太
子
が
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
と
叫
ん
だ
。
御
気
の
毒
様
も
そ
こ
そ
こ

に
気
が
急
ぐ
の
で
帰
宿
は
し
た
が
夫
で
友
人
と
約
束
し
た
ヂ
ミ
ユ
（
土

着
民
族
）
の
芝
居
も
中
止
だ
ら
う
、
然
し
と
に
か
く
約
束
だ
か
ら
と
芝

居
の
前
に
行
く
。
果
し
て
凡
て
の
木
戸
は
閉
さ
れ
大
巾
の
黒
布
の
三
四

反
も
あ
ら
う
と
云
ふ
黒
旗
が
だ
ら
り
と
下
つ
て
居
る
。
観
客
は
段
々
と

集
つ
て
、
茲
に
一
群
彼
所
に
一
群
、
す
る
と
鶏
官
8

8

が
来
て
今
日
は
皇
太

子
の
御
不
幸
に
対
し
て
休
業
で
す
と
言
ふ
。
外
国
人
と
思
つ
て
ゞ
あ
ら

う
。
読
者
諸
君
、
僕
が

△
警
官
を
鶏
官
と　

書
い
た
と
て
審い
ぶ

か
り
給
ふ
な
、
墺
国
の
警
官
は
黒

の
中
折
帽
の
様
な
も
の
に
牡
鶏
の
尾
を
房
々
と
飾
つ
て
居
る
の
で
、
僕

は
警
官
と
鶏
官
を
好
い
対
照
と
思
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
友
人

が
来
た
の
で
共
に
市
内
の
状
況
を
視
察
す
る
、
之
れ
が
日
本
な
ら
号
外

の
出
る
と
共
に
各
戸
に
弔
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
翌
日
に
な

つ
て
も
官
衙
大
会
社
に
大
巾
の
三
四
反
の
黒
布
を
屋
根
か
ら
ダ
ラ
リ
と

下
げ
る
だ
け
で
、
各
戸
に
弔
旗
な
ど
は
な
く
、
何
ん
だ
か
物
足
ら
ぬ
様

な
気
が
す
る
。
皇
儲
暗
殺
は
、
直
接
か
間
接
か
動
機
と
な
つ
て
、
七
月

二
十
八
日
に
は
塞
国
に
対
し
て
墺
洪
国
は
宣
戦
し
た
。
研
究
所
に
行
く

と
『
君
鉄
道
が
通
じ
な
く
な
つ
た
か
ら
帰
れ
ん
ぜ
』
と
云
ふ
助
手
が
あ

る
。
僕
は
動
員
令
が
下
つ
た
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
云
ふ
と
、
僕

も
僕
も
と
云
ふ
。
一
般
に
塞
国
の
背
後
に
は
露
国
あ
り
と
云
つ
て
、
連し
き

り
に

△
日
本
の
此
機
を　

利
用
し
て
背
後
を
突
け
と
云
ふ
。
此
時
か
ら
露
国

に
勝
つ
た
日
本
人
と
し
て
我
々
は
従
前
よ
り
注
意
を
拂
は
れ
、
遇
ふ
人

も
露
国
と
開
戦
す
れ
ば
好
い
と
云
ふ
。
其
口
実
は
日
露
戦
争
の
時
に
償

金
を
遺よ
こ

さ
な
か
つ
た
か
ら
だ
と
云
ふ
。
僕
は
墺
人
の
気
慨
な
き
を
歎
ぜ

ざ
る
を
え
な
い
。
既
に
宣
戦
を
し
た
位
な
ら
、
素
よ
り
勝
算
の
歴
々
た

る
も
の
が
あ
る
可
き
に
、
不
安
の
念
に
駆
ら
れ
る
様
で
は
何
程
士
気
に

関
す
る
か
知
れ
ぬ
。
の
み
な
ら
ず
塞
国
の
首
都
は
広
く
も
あ
ら
ぬ
川
を

隔
て
〻
国
境
に
あ
る
か
ら
戦
線
の
布
告
の
号
外
と
な
つ
て
出
る
時
分
に

は
、
既
に
之
を
占
領
し
て
仕
舞
ふ
可
き
に
、
其
後
戦
報
の
少
し
も
来
な

い
の
み
か
塞
国
が
二
三
日
し
て
漸
く
宣
戦
の
布
告
を
出
す
と
云
ふ
有
様

で
、
外
交
の
発
達
し
た
国
の
戦
争
は
斯
ん
な
も
の
か
と
寧
ろ
僕
ら
を
し

て
歎
賞
せ
し
め
た
、
然
し
市
内
の
広
告
所
に
は
、
我
国
民
に
告
ぐ
と
国

王
の
掲
示
も
あ
る
、
其
他
の
警
告
の
様
な
広
告
が
張
出
さ
れ
、
動
員
令

迄
が
出
る
の
で
、
之
れ
で
は
す
ぐ

△
敵
に
兵
数
が
知
ら
る　

る
様
な
も
の
だ
が
な
ど
〻
、
余
計
な
心
配
ま



一
二

で
し
た
と
い
ふ
の
は
、
此
地
は
ベ
ー
メ
ン
人
六
分
の
五
、
独
逸
種
族
六

分
の
一
で
成
立
つ
て
居
り
、
近
来
ベ
ー
メ
ン
種
の
反
感
よ
り
町
名
迄
も

ベ
ー
メ
ン
語
の
み
と
し
独
逸
語
で
書
く
の
を
廃
す
る
有
様
、
僕
が
当
市

に
来
た
て
に
地
図
を
買
ふ
可
く
書
店
に
飛
込
ん
だ
時
、
無
論
看
板
は

ベ
ー
メ
ン
語
で
あ
る
が
、
書
籍
が
並
べ
て
あ
る
し
事
情
を
知
ら
ぬ
の

で
、
地
図
位
は
と
思
つ
て
独
逸
語
で
「
市
区
の
図
は
あ
る
か
」
と
云
ふ

と
、
そ
れ
に
は
答
へ
な
い
で
「
仏パ
ー
レ
ー
ウ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー

語
を
談
す
か
」
と
来
た
「
然
」
と
云

つ
て
仏
語
で
問
ふ
と
今
度
は
「
英ス
ピ
ー
ク
ユ
ー
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ユ

語
を
談
す
か
」
と
云
ふ
。「
然イ
エ
ス
サ
ー君
」

と
答
て
次
て
英
語
で
聴
く
と
、
今
度
は
独
逸
語
で
「
巳
れ
の
所
に
は
独

逸
語
の
本
は
一
冊
も
な
い
、
独
逸
語
の
看
板
の
あ
る
所
の
本
屋
に
行

け
」
と
剣
も
ほ
ろ
〻
、
斯
様
な
の
は
極
端
で
あ
る
が
、
兎
に
角
場
所
も

狭
い
為
も
あ
り
又
た
勝
手
に
料
理
店
に
飛
び
込
め
ば
献
立
も
チ
シ
ユ

語
、
給
仕
も
チ
シ
ユ
語
で
不
便
甚
し
い
。（
八
月
十
五
日
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
、
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
ホ
テ
ル
に
て
）〔
以
上
、
九
月
二
十
五
日
〕

　

或
る
日
友
人
が
、
預
金
の
取
戻
し
が
甚
し
い
か
ら
引
出
し
て
置
く
が

好
い
と
云
ふ
不
思
議
な
こ
と
だ

△
銀
行
が
破
産
す　

る
な
ら
引
き
出
す
の
も
当
り
前
だ
が
、
戦
争
は
国

民
の
戦
争
で
あ
る
の
に
、
と
は
思
つ
た
が
、
ド
ウ
デ
僕
は
四
五
日
中
に

帰
朝
の
途
に
上
る
の
で
あ
る
か
ら
次
手
と
思
つ
て
、
二
日
目
に
引
出
し

に
行
く
と
、
成
程
女
と
か
老
人
と
か
下
等
社
会
の
者
と
か
云
ふ
も
の
が

敢
て
引
出
す
の
で
は
な
い
が
銀
行
内
に
不
安
な
顔
を
し
て
徜ぶ
ら
ぶ
ら徉

し
て
居

り
、
銀
行
員
が
懇
々
と
説
聞
か
せ
て
居
る
。
処
へ
僕
が
全
部
の
引
出
し

を
願
つ
た
、
ス
ワ
事
よ
と
衆
目
が
集
ま
る
、
銀
行
員
は
気
転
を
利
し
て

「
貴
君
は
御
帰
朝
な
さ
る
の
で
全
部
御
引
出
で
す
ね
」
と
問
ふ
た
。
無

論
眼
に
も
物
を
言
は
せ
て
居
る
。
僕
が
「
否ナ
イ
ン

」
と
答
へ
る
と
、
銀
行

員
の
顔
は
急
に
曇
つ
た
。
飛
ん
だ
藪
蛇
だ
と
云
ふ
意
識
が
あ
り
あ
り
と

読
ま
れ
る
。
然
し
此
「
否ナ
イ
ン

」
に
は
少
し
芝
居
気
が
あ
つ
た
の
で
、
矢

継
早
に
「
僕
は
ド
ク
ト
ル
で
あ
る
か
ら
此
暑
中
休
暇
を
利
用
し
て
戦
時

に
於
け
る
赤
十
字
の
経
営
を
視
る
た
め
戦
地
特
志
医
院
に
願
ひ
に
行
か

ん
と
し
て
全
額
を
引
出
す
の
で
あ
る
」。
此
答
へ
の
終
る
か
終
ら
ぬ
に

銀
行
員
の
喜
び
に
満
て
る
多ダ
ン
ケ
シ
エ
ン謝
の
声
は
響
い
た
。
僕
の
答
は
一
つ
の

石
で
二
羽
の
鳥
を
撃
つ
た
の
で
あ
る
、
一
は
銀
行
に
対
す
る
不
安
の
念

を
消
し
、
一
は

△
外
国
人
で
も
戦
争　

を
間
接
に
助
く
る
気
慨
あ
り
と
の
士
気
を

示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
僕
の
芝
居
は
尚
ほ
続
い
た
、
其
処
に

集
ま
つ
た
妙
齢
の
婦
人
連
に
向
つ
て
『
貴
女
方
も
篤
志
看
護
婦
を
志

願
す
る
た
め
、
戦
地
に
行
か
れ
て
は
如
何
で
す
、
こ
の
三
千

冠
ク
ロ
ー
ネ

で
二
三
人
は
お
連
れ
申
し
ま
す
が
。』
此
時
僕
は
西
洋
婦
人
に
嘗
て

見
ざ
る
尋
常
の
態
度
を
見
た
。
は
何
れ
も
首
を
少
し
斜
に
俯
向
加
減

に
一
寸
顔
見
合
せ
て
言
ひ
合
せ
た
様
に
何
時
に
な
き
尋
常
の
声
で

「
多ダ
ン
ケ
シ
エ
ン
ヘ
ア
ド
ク
ト
ル

謝
々
ド
ク
ト
ル
の
君
よ
！
。」
三
千
冠
ク
ロ
ー
ネ

は
僕
の
命
に
次
ぐ
大
事
の

金
だ
、
右
の
衣か
く
し嚢
に
突
込
で
左ア
デ
ユ
ー様
な
ら
！
此
日
夕
刻
、
仕
事
を
終
へ
て

帰
る
さ
、
壁
に
張
ら
れ
た
広
告
を
見
る
と
、

△
市
長
の
告
示
に　

近
来
紙
幣
を
金
貨
に
換
ふ
る
こ
と
を
申
出
で
、
甚

し
き
は
貨
幣
な
ら
ざ
れ
ば
物
品
を
売
ら
ざ
る
商
人
あ
る
由
不
心
得
云
々

…
…
」。
噫
、
種
族
を
異
に
す
る
国
家
は
面
倒
な
も
の
か
な
、
越
え
て
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一
三

三
日
、
友
人
が
引
出
し
に
行
く
と
、
一
回
二
百
冠
ク
ロ
ー
ネ

、
七
日
目
な
ら
ね

ば
更
に
引
出
し
難
し
と
云
ふ
。
後
に
な
つ
て
見
れ
ば
無
論
左さ

う様
す
べ
き

こ
と
〻
思
へ
ど
其
処
迄
は
気
が
付
で
、
や
れ
市
長
の
證
明
の
、
大
使
館

の
戦
時
通
行
券
の
と
、
幾
度
か
無
駄
足
を
し
て
、
平
時
で
す
ら
十
三
時

間
を
要
す
る
維う
ゐ
ん
な納
の
大
使
館
の
證
明
は
間
に
合
わ
ず
、
儘
よ
ダ
メ
な
ら

引
還
す
迄
と
度
胸
を
据
ゑ
、
一
日
一
回
の
郵
便
車
に
乗
る
。
鞄
を
両
手

に
提
ぐ
る
時
糧
食
は
忘
れ
た
れ
ど
、
墺
国
内
に
て
は
「
サ
ン
ド
ウ
イ

チ
」
を
売
る
処
あ
つ
て
飢
も
せ
ず
、
夜
半
に
国
境
に
着
い
た
が
、
別
に

番
兵
も
居
ず
、
検
査
も
な
く
そ
れ
で
も
警
察
の
證
明
が
入
用
だ
ら
う
と

云
ふ
の
で
、
暗
夜
に
吊
橋
を
渡
つ
て

△
索
遜
国
の
警
察　

を
訪
ひ
證
明
を
書
き
か
へ
て
貰
つ
て
再
び
汽
車
、

普
国
内
は
各
駅
特
志
婦
人
会
員
が
出
て
甲
斐
〴
〵
し
く
何
人
に
も
印
象

を
供
し
て
居
り
、
中
に
は
、
私
は
斯
く
の
如
く
国
家
の
為
め
に
盡
力
し

て
居
り
ま
す
と
言
は
ん
許
り
の
、
自
働
車
用
の
塵
除
眼
鏡
を
額
に
掲
げ

て
活
動
す
る
処
等
、
西
洋
婦
人
に
持
つ
て
来
い
の
情あ
り
さ
ま景

で
あ
る
。
か
く

て
僕
は
戦
争
の
悲
劇
を
知
ら
ず
に
伯
林
に
着
い
た
が
伯
林
の
日
本
倶
楽

部
は
悲
観
の
神
に
呪
は
れ
て
戦
々
兢
々
、
そ
れ
も
其
筈
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ

を
引
上
げ
て
帰
伯
し
た
連
中
は
、
二
晝
夜
飲
食
を
し
な
か
つ
た
と
か
、

或
は
某
氏
は

△
真
裸
体
に
さ
れ　

て
検
査
を
さ
れ
た
と
か
、
書
類
を
押
収
さ
れ
た
と

か
、
中
に
は
見
て
来
た
様
な
嘘
を
言
ふ
の
も
あ
る
。
汽
車
は
無
論
荷
物

を
預
か
ら
ぬ
か
ら
、
持
て
る
だ
け
の
荷
を
持
つ
。
書
類
を
彼
是
言
つ
た

ら
独
逸
語
の
稽
古
に
訳
し
て
や
ら
う
、
英
国
の
金
貨
を
敵
国
の
貨
幣
だ

と
て
押
収
し
た
ら
、「
達
磨
に
お
足
が
あ
る
も
の
か
」
と
代
り
に
独
貨

を
貰
つ
て
や
ら
う
、
と
意
気
込
ん
だ
ほ
ど
で
も
な
く
、
荷
物
は
一
寸
引

繰
り
返
し
た
だ
け
、
日
記
帳
も
論ア
ル
バ
イ
ト文

も
何
も
見
向
き
も
せ
ず
、
新
に

作
製
し
た
證
明
書
を
一
寸
見
て
、
宜
し
い
！
さ
て
今
度
の
戦
争
で
一
つ

面
白
い
現
象
は
極
端
な
独
逸
崇
拝
の
同
胞
が
戦
時
に
於
け
る
民
心
を
見

聞
し
て
、
日
本
が
偉
い
と
言
ひ
出
し
た
こ
と
で
、
此
の
事
変
に
因
り
国

民
の
心
理
状
態
が
暴
露
せ
ら
れ
て
、
殆
ど
凡
て
の
留
学
者
に
日
本
の
優

れ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
の
は
甚
だ
嬉
し
い
。（
八
月
十
五
日
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
ホ
テ
ル
に
て
）〔
以
上
、
九
月
二
十
六

日
〕

　

六　

ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
経
由
の
退
去
者

　

①
金
谷
範
三
「
観
戦
武
官
派
遣
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
八
月

三
日
）

　
　
▽
駐
墺
金
谷
大
佐

　

墺
洪
国
政
府
よ
り
我
が
政
府
に
対
し
観
戦
武
官
派
遣
方
に
就
き
交
渉

あ
り
た
る
を
以
て
、
我
が
陸
軍
は
直
に
在
墺
洪
国
駐
在
武
官
金
谷
大
佐

を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
、
一
日
其
旨
電
命
す
る
所
あ
り
た
り
。
猶
ほ

戦
局
の
進
捗
と
共
に
各
国
共
に
各
観
戦
武
官
を
特
派
す
る
筈
な
る
が
我

陸
軍
に
於
て
は
其
国
駐
在
の
武
官
を
し
て
従
軍
観
戦
せ
し
む
る
こ
と
に

内
定
し
居
れ
り
と
云
ふ
。



一
四

　

②
金
谷
範
三
「
東
人
西
人
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
四
年
十
月
十
四

日
）

　

墺
国
大
使
館
附
武
官
陸
軍
大
佐
金
谷
範
三
君
は
墺
国
が
塞
国
に
向
つ

て
開
戦
を
布
告
す
る
と
同
時
に
墺
国
軍
へ
従
軍
を
出
願
し
墺
国
で
も
是

を
歓
迎
し
た
。
△
然
る
に
時
局
の
発
展
は
独
逸
の
参
加
と
な
り
次
で
英

国
も
参
加
し
終
に
日
独
の
開
戦
か
ら
日
墺
の
国
交
断
絶
と
な
ツ
た
の
で

墺
軍
に
従
へ
る
金
谷
大
佐
は
如
何
に
し
て
居
る
か
と
心
配
す
る
者
も
あ

ツ
た
が
、
墺
国
で
は
彼
を
鄭
重
に
取
扱
う
て
瑞
西
へ
送
ツ
た
。
△
彼
は

現
に
瑞
西
に
居
る
が
同
国
は
交
戦
列
国
の
間
諜
が
集
ま
ツ
て
居
て
諸
種

の
報
告
を
売
買
し
て
居
る
の
で
、
金
谷
大
佐
の
所
へ
も
日
夕
間
諜
が
附

き
纏
ふ
て
ウ
ル
さ
く
て
困
ツ
て
居
る
さ
う
だ
。
△
横
浜
の
武
相
貯
蓄
銀

行
は
目
下
支
払
停
止
で
休
業
中
だ
が
、
整
理
委
員
の
整
理
案
な
る
者
も

預
金
者
の
権
利
を
無
視
し
た
ヒ
ド
い
者
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
。
△
預

金
者
が
整
理
委
員
に
向
つ
て
其
の
整
理
案
に
不
同
意
を
唱
へ
た
ら
「
不

同
意
な
ら
勝
手
に
し
ろ
」
と
言
ツ
た
の
で
預
金
者
は
何
れ
も
激
昂
し
て

居
る
さ
う
だ
。
△
仏
国
の
ル
イ
ヤ
ー
ル
と
云
ふ
陸
軍
中
佐
は
今
年
七
十

歳
の
老
人
で
あ
る
が
千
八
百
七
十
年
の
仏
独
戦
争
に
も
参
加
し
て
奮
戦

し
た
勇
士
で
あ
る
。
△
然
る
に
今
回
の
戦
争
が
始
ま
る
や
髀
肉
の
嘆
に

堪
へ
ず
し
て
当
局
者
に
向
つ
て
「
何
卒
此
際
一
兵
卒
と
し
て
軍
役
に
服

し
て
前
年
の
恥
辱
を
雪
ぎ
た
い
」
と
出
願
し
た
の
で
当
局
者
は
其
の
志

を
壯
と
し
て
旧
連
帯
の
補
充
に
編
入
し
た
さ
う
だ
。

　

③
金
谷
範
三
「
佐
藤
大
使
帰
朝
期
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
十

月
十
六
日
）

　

前
墺
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
佐
藤
愛
麿
、
同
大
使
館
参
事
官
西
源
四

郎
、
同
大
使
館
附
武
官
よ
り
参
謀
本
部
附
に
転
勤
の
金
谷
歩
兵
大
佐
並

び
に
平
田
領
事
夫
人
其
他
の
一
行
は
十
四
日
日
本
郵
船
会
社
に
汽
船
常

陸
丸
に
て
香
港
に
帰
着
し
た
る
が
、
来
る
廿
日
神
戸
着
帰
朝
の
旨
其
筋

に
電
報
あ
り
た
り

　

④
平
田
静
枝
・
矢
野
孝
子
「
心
細
い
恐
な
い
航
海
で
し
た 

─ 

平

田
・
矢
野
両
夫
人
語
る
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
一
四
年
十
月

二
十
一
日
）

　

佐
藤
大
使
一
行
中
に
妙
齢
花
の
如
き
二
美
人
あ
り
。
何
れ
も
黒
地
に

襞
付
き
の
揃
へ
の
洋
装
い
ど
も
床
し
く
鳥
毛
の
花
帽
千
華
や
か
に
着
し

た
る
が
上
陸
後
大
使
と
別
れ
て
海
岸
後
旅
館
に
投
宿
せ
り
。
こ
れ
ぞ
去

る
八
月
二
十
七
日
大
使
と
共
に
ウ
イ
ン
を
發
し
爾
来
し
の
行
を
共
に
せ

し
も
の
に
し
て
年
若
き
圓
顔
の
佳
人
は
モ
ス
コ
ー
駐
在
平
田
領
事
婦
人

静
江
（
二
十
八　

）
年
稍
長
け
し
面
長
の
美
人
は
同
領
事
館
附
矢
野
書
記
官
夫

人
孝
子
（
二
十

八　

）
な
り
、
兩
夫
人
は
往
訪
の
記
者
を
迎
へ
て
交
々
語
る
や

う
「
妾
達
は
ウ
イ
ン
出
發
依
頼
佐
藤
大
使
と
御
一
緒
に
旅
行
し
た
の
で

厶
い
ま
す
か
ら
大
使
の
お
話
で
充
分
旅
行
中
の
模
様
は
お
分
か
り
だ
ら

う
と
存
じ
ま
す
。
妾
達
出
發
當
時
の
ウ
イ
ン
は
大
変
な
戦
争
騒
ぎ
で
聞

く
処
に
依
る
と
豫
後
備
軍
も
既
に
出
揃
っ
て
国
民
軍
の
召
集
に
着
手
し

十
七
才
以
上
四
十
五
才
の
男
は
皆
兵
隊
に
徴
ら
れ
る
と
い
ふ
次
第
、
で



第
一
次
世
界
大
戦
と
在
墺
日
本
人
の
抑
留
問
題
（
四
・
完
）

一
五

す
か
ら
ウ
イ
ン
市
民
の
殺
気
立
っ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
い
っ
た
ら
非
常
な
も

の
で
、
戦
場
へ
出
る
国
民
軍
の
大
群
衆
は
『
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
行

進
曲
』
と
い
ふ
勇
ま
し
い
軍
歌
を
唱
つ
ち
や
ァ
街
か
ら
街
へ
練
り
歩
ん

で
厶
い
ま
す
。
一
種
の
大
き
な
示
威
運
動
な
ん
で
す
ね
。
け
れ
ど
も
日

本
人
に
對
す
る
感
情
は
そ
ん
な
に
惡
か
つ
た
と
は
思
は
れ
ま
せ
ん
。
勿

論
途
中
二
度
ま
で
も
列
車
に
投
石
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
等
は
徒
に
熱

狂
し
興
奮
し
た
彌
次
馬
も
惡
戯
に
留
ま
つ
て
、
決
し
て
墺
国
人
一
般
の

感
情
を
こ
の
一
事
に
依
つ
て
代
表
的
に
見
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い

と
思
ひ
ま
す
。
現
に
妾
達
の
近
所
の
人
々
な
ど
は
大
変
別
れ
を
惜
し
ん

で
く
れ
ま
し
て
、
戦
争
が
濟
ん
だ
ら
直
又
帰
つ
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
い
と
い

ふ
調
子
で
出
發
の
際
な
ど
わ
ざ
〳
〵
停
車
場
ま
で
送
っ
て
来
て
手
巾
を

振
っ
た
り
帽
子
を
翳
し
た
り
し
て
心
か
ら
懐
し
げ
に
見
送
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
お
話
の
『
大
使
館
送
迎
列
車
』
と
仇
名
さ
れ
る

墺
国
政
府
特
別
仕
立
の
列
車
は
墺
国
境
ブ
ッ
ク
ま
で
妾
達
を
送
っ
て
く

れ
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
ス
イ
ス
を
経
て
リ
オ
ン
へ
出
ま
し
た
が
、
思
ひ

な
し
か
大
変
気
が
樂
に
な
っ
た
。
心
安
い
や
う
な
心
持
が
さ
れ
ま
し
た

殊
に
リ
オ
ン
の
停
車
場
で
出
征
兵
士
の
見
送
り
に
来
て
ゐ
る
群
衆
が
妾

達
の
列
車
を
大
使
一
行
と
知
っ
た
も
の
か
一
齊
に
日
本
語
で
『
萬

歳
々
々
！
』
ッ
て
歡
迎
し
て
く
れ
た
の
は
涙
の
出
る
ほ
ど
嬉
し
う
厶
ん

し
た
。
航
行
中
で
す
か
？
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
た
當
時
は
さ
う
困
難
な
航

海
と
も
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ケ
レ
ン
で
例
の
独
艦
エ
ム
デ
ン
が
出

没
す
る
と
い
ふ
警
戒
を
受
取
っ
て
以
来
大
変
心
配
を
致
し
ま
し
た
。
男

の
方
達
は
『
な
ァ
に
大
丈
夫
で
す
よ
』
と
い
っ
て
力
を
付
け
て
下
さ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
『
一
寸
先
は
闇
の
夜
だ
』
と
か
『
明
日
を
も
知

れ
ぬ
運
命
で
す
ね
』
な
ん
か
と
戯
ひ
半
分
に
仰
有
ら
れ
る
と
ツ
イ
妙
に

悲
し
い
心
細
い
気
が
し
ま
し
て
ね
、
そ
れ
に
船
の
名
が
常
陸
丸
で
し
ょ

う
、
縁
起
で
も
な
い
『
第
二
の
常
陸
丸
、
辻
占
が
餘
り
好
く
あ
り
ま
せ

ん
ぜ
』
な
ど
御
幣
を
擔
ぐ
方
な
ど
も
出
て
来
る
、
そ
の
度
毎
に
ハ
ラ
〳

〵
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
云
々
と
語
り
終
っ
て
華
や
か
に
微
笑
み
合
へ

り
。

　

七　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
抑
留
者

　

①
「
洪
牙
利
に
於
る
俘
虜
待
遇　

赤
十
字
国
際
委
員
の
報
と
六
名
の

邦
人
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
五
年
十
一
月
十
九
日
）

　

目
下
熾さ
か
ん

に
火
の
手
を
拡
げ
つ
ゝ
あ
る
欧
州
戦
乱
に
際
し
各
国
の
赤

十
字
社
は
何
れ
も
大
活
動
を
試
み
つ
ゝ
あ
る
が
中
に
俘
虜
救
恤
委
員
な

る
も
の
が
置
か
れ
、
俘
虜
に
関
す
る
通
信
の
受
授

△
家
族
故
旧
等　

よ
り
俘
虜
に
送
ら
る
ゝ
慰
問
品
の
受
附
、
動
静
問
合

せ
に
対
す
る
回
答
等
を
取
扱
つ
て
情
報
局
の
手
助
け
を
し
て
居
る
抔

（
な
ど
）
は
最
も
機
宜
に
副
ふ
た
事
業
で
あ
る
が
、
最
近
国
際
委
員
会

は
洪
牙
利
国
の
調
査
に
係
る
同
国
内
の
俘
虜
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を

我
が
赤
十
字
社
へ
通
告
し
て
き
た
。
之
に
依
る
と
、
目
下
同
国
内
に
収

容
さ
れ
て
ゐ
る
俘
虜
の
総
数
は
英
、
米
、
露
、
白
、
仏
、
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
、
塞せ
る
び
や

爾
維
等
を
合
せ
て
約
二
萬
人
ば
か
り
で
あ
る
が
、
其
の
中
に
我

が
同
胞
も
六
人
居
る
。
そ
し
て
其
の
取
扱
ひ
法
は
警
察
の
監
視
を
受
け



一
六

ゐ
も
の
と
、
収
容
さ
れ
ゐ
る
も
の
と
の
二
つ
に
な
つ
て
ゐ
て
、
わ
が
六

人
の
同
胞
は
そ
の
第
一
の
部
に
入
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
唯

△
警
察
の
監
視　

に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
此
監
視
中
最
も
軽
い

も
の
は
本
人
に
出
頭
の
義
務
を
課
す
る
事
な
く
、
只
監
視
す
る
に
止
ま

り
、
最
も
重
い
も
の
と
雖
も
唯
一
定
の
日
時
に
当
該
官
憲
の
目
前
に
出

頭
す
る
義
務
を
課
せ
ら
る
の
み
で
、
其
の
現
住
地
に
滞
在
し
、
業
務
に

服
す
る
事
に
は
何
等
の
制
限
も
設
け
ら
れ
て
な
い
と
の
事
で
あ
る
。
尚

ほ
此こ
の

外ほ
か

洪
牙
利
の
俘
虜
救
恤
委
員
は
細
微
に
亘
つ
て
同
国
内
に
あ
る
俘

虜
の
状
況
を
報
じ
て
ゐ
る
が
、
兎
に
角
斯
る
機
関
の
設
け
ら
れ
た
の
は

誠
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

②
赤
石
孔
「
競
馬
界
の
浦
島
太
郎　

突
然
帰
つ
た
赤
石
騎
手　

二
十

年
前
欧
州
に
派
遣
さ
れ
て　

最
高
の
栄
を
土
産
に
」（『
東
京
朝
日

新
聞
』
一
九
二
七
年
三
月
十
七
日
）

　

競
馬
熱
の
盛
ん
な
欧
州
で
日
本
人
の
騎
士
と
し
て
た
つ
た
一
人
ジ
ヨ

ケ
イ
（
百
回
以
上
勝
つ
た
者
に
与
へ
ら
れ
る
）
と
い
ふ
最
高
の
資
格
を

獲
た
赤あ
か

石い
し

孔こ
う

君く
ん

三
二
と
い
ふ
青
年
が
数
日
前
フ
ラ
リ
と
帰
朝
し
た
。
明

治
四
十
二
年
三
月
時と
き

の
農
商
務
省
馬
制
局
で
は

優
秀
な
少
年
を
欧
州
に
派
遣
し
、
彼
地
の
進
歩
し
た
馬
術
に
つ
い
て
研

究
せ
し
め
る
べ
く
全
国
区
に
希
望
者
を
募
つ
た
。
お
び
た
ゞ
し
い
申
込

者
が
殺
到
し
た
そ
の
中
か
ら
た
つ
た
一
人
選
抜
さ
れ
て
馬
術
の
も
つ
と

も
進
歩
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
赤
石
君
で

あ
つ
た
。
当
時
赤
石
君
は
ま
だ
十
四
に
な
つ
た
許
り
だ
つ
た
が
温
か
い

両
親
の
許
を
は
な
れ
て
見
も
知
ら
ぬ
遠
い
異
国
へ
送
ら
れ
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
唯
一
の
大
騎
士
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
セ
ミ
ル
・
ミ
イ
ク
ロ
ス
の
弟

子
に
な
つ
た
。
生
来
冒
険
好
き
で
軽
快
に
出
来
上
が
つ
て
ゐ
る
赤
石
君

は
た
ち
ま
ち
師
匠
の
認
む
る
と
こ
ろ
と
な
り

弟
子
入
り
し
て
一
年
目
に
は
ア
ツ
プ
レ
ン
テ
ス
の
名
で
晴
れ
の
競
馬
場

に
出
た
。
こ
れ
が
同
君
出
世
の
緒い
と

ぐ
ち
と
な
り
と
ん
〳
〵
拍
子
に
ア
ス

ペ
ラ
ン
ド
か
ら
最
高
の
栄
誉
あ
る
ヂ
ヨ
ケ
イ
の
資
格
を
獲
得
す
る
に
至

つ
た
。
こ
の
時
同
君
は
僅
に
廿
二
歳
で
あ
つ
た
。
ヂ
ヨ
ケ
イ
の
資
格
を

持
つ
も
の
は
欧
米
を
通
じ
て
三
百
有
余
人
で
あ
る
が
、
日
本
人
で
そ
の

名
を
獲
た
も
の
は
同
君
が
は
じ
め
て
ゞ
あ
る
。
十
六
日
本
社
を
訪
問
し

た
赤
石
君
は
日
本
語
を

　

話
す
の
に
困
つ
て
謙
そ
ん
し
な
が
ら

　
　
『
私
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
派
遣
さ
れ
ま
す
と
第
一
番
に
私
の
親
に
知

ら
し
て
頂
き
ま
し
た
の
は
御
紙
で
す
。
日
本
を
旅
立
ち
ま
し
て
か
ら

丁
度
廿
年
に
な
り
ま
す
が
私
が
あ
ん
ま
り
変
り
過
ぎ
て
ゐ
ま
す
の
で

両
親
は
東
京
駅
に
迎
へ
に
出
て
ゐ
な
が
ら
会
は
ず
じ
ま
ひ
で
し
た
。

今
度
帰
国
致
し
ま
す
に
つ
い
て
は
チ
エ
ツ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
鈴
木
公

使
か
ら
非
常
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
馬
術
は
欧
州
に
比

べ
ま
す
と
と
て
も
幼
稚
で
す
。
こ
の
五
月
目
黒
の
競
馬
に
は
も
ち
ろ

ん
出
場
し
ま
す
が
出
来
る
だ
け
日
本
の
馬
術
界
の
た
め
盡
し
た
い
と

思
ひ
ま
す
』

　

同
君
の
父
峰
之
助
氏
は
目
下
福
島
市
で
弁
護
士
を
開
業
し
て
ゐ
る
が
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（
１
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梶
原
克
彦
・
奈
良
岡
聰
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「
第
一
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世
界
大
戦
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の
抑
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問
題

（
三
）」『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集 

社
会
科
学
編
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
八
年
、

四
頁
。

（
２
）　

参
照
、
奈
良
岡
聰
智
『「
八
月
の
砲
声
」
を
聞
い
た
日
本
人 

─ 

第
一
次
世
界
大

戦
と
植
村
尚
清
『
ド
イ
ツ
幽
閉
記
』』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
三
年
。

（
３
） 　R

olf-H
arald W

ippich, Internierung und Abschiebung von Japanern im
 

D
eutschen Reich im

 Jahr 1914, in: Zeitschrift für G
eschichtsw

issenschaft, Jg. 
55 H

eft 1, 2007.

（
４
）　

梶
原
・
奈
良
岡
、
前
掲
論
文
、
二
二
頁
、
註
（
２
）
を
参
照
。

（
５
）　

俘
虜
情
報
局
「
在
独
墺
洪
国
被
抑
留
解
放
及
死
亡
日
本
人
名
簿
」（
大
正
七
年
十

月
調
）（「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B07090956500

、
日
独
戦

争
ノ
際
帝
国
俘
虜
関
係
一
件
（5-2-8-0-43

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）」
13
枚
目
）。

（
６
）　
「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B07090576800

、
欧
州
日
独
戦

争
ノ
際
在
外
公
館
及
本
邦
人
引
揚
一
件　

第
二
巻
（5-2-1-0-24_002

）（
外
務
省

外
交
史
料
館
）」（
96
枚
目
）。
こ
れ
ら
六
名
の
氏
名
や
漢
字
表
記
は
資
料
ご
と
に
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
本
解
説
で
使
用
し
て
い
る
表
記
が
新
聞
記
事
や
大
戦
後
の
救
恤

に
関
す
る
資
料
な
ど
か
ら
間
違
い
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
在
墺
ア
メ
リ

カ
大
使
館
に
よ
る
邦
人
解
放
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
梶
原
克
彦
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
敵
国
民
間
人
の
抑
留
・
拘
禁
と
解
放
─
日
本
人
抑
留
者

の
事
例
を
中
心
に
二
─
」『
愛
媛
法
学
会
雑
誌
』
第
四
十
四
巻
第
三
・
四
合
併
号
、

二
〇
一
七
年
、
参
照
。

（
７
）　
「
一
九
一
五
年
四
月
六
日
付
在
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
米
国
総
領
事
よ
り
在
ウ
ィ
ー
ン
米

国
大
使
宛
」「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B07090576900

、
欧

州
日
独
戦
争
ノ
際
在
外
公
館
及
本
邦
人
引
揚
一
件　

第
二
巻
（5-2-1-0-24_002

）

（
外
務
省
外
交
史
料
館
）」（
25
枚
目
）。

（
８
） 　AT-O

eStA
 

（Ö
sterreichisches Staatsarchiv

）/H
H

StA

（H
aus-, H

of- und 

Staatsarchiv
） M

dÄ
 A

R
 F36-582-1

（
９
） 　M

atthew
 Stibbe, The internm

ent of enem
y aliens in the H

absburg Em
pire, 

廿
年
ぶ
り
に
な
つ
か
し
い
親
子
の
対
面
を
し
た
と
き
は
手
を
取
り
合
つ

て
泣
き
合
つ
た
と
い
ふ

　
　

な
お
赤
石
君
は
英
、
独
、
仏
等
の
競
馬
に
出
場
し
若
い
女
や
貴
婦

人
達
に
取
巻
か
れ
て
優
勝
し
た
日
に
は
一
日
三
万
円
か
ら
の
収
入
が

あ
つ
た
が
、
い
ろ
〳
〵
の
事
情
か
ら
ほ
と
ん
ど
無
一
文
で
帰
国
し
た

　
　

理
想
的
の
騎
士
　

　
　
　
帰
国
の
事
情

　
　
　
　

外
務
省
の
某
氏
語
る

　

同
君
に
つ
い
て
外
務
省
の
某
氏
は
『
赤
石
な
ら
欧
州
競
馬
界
で
有
名

な
も
の
で
す
。
昨
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
競
馬
に
規
則
違
反
で
オ
ミ
ツ
ト
さ

れ
た
の
で
帰
国
し
た
の
で
せ
う
。
何
分
体
重
が
軽
く
足
が
短
く
理
想
的

の
騎
士
に
出
来
上
つ
て
ゐ
る
の
で
す
』
と
語
つ
て
ゐ
る
。

【
追
記
】
本
稿
は
、愛
媛
大
学
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
ッ
ト
「
グ
ロ
ー
カ
ル
地
域
研
究
」（G

LO
CA

S

）、

京
都
大
学
学
際
・
国
際
・
人
際
融
合
事
業
「
知
の
越
境
」
融
合
チ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

（SPIR
ITS

）「
近
代
日
本
の
捕
虜
・
抑
留
経
験
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
」（
研
究
代
表

者
：
奈
良
岡
聰
智
、
二
〇
一
七
～
一
八
年
度
）、
科
学
研
究
費　

基
盤
研
究
（
B
）「
第
一

次
世
界
大
戦
中
・
戦
後
の
日
中
関
係
と
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
：
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
の

波
紋
」（
課
題
研
究
番
号
：18 H

00825

、
研
究
代
表
者
：
奈
良
岡
聰
智
、
二
〇
一
八
年
度

～
二
〇
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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（
10
） 　
「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B09073069700

、
日
独
欧
州
戦

争
関
係
救
恤
一
件
／
申
請
書　

第
三
十
四
巻
（5-2-17-0-30_10_034

）（
外
務
省

外
交
史
料
館
）」（
赤
石
孔
）
な
ら
び
に
「JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.B09072966700

、
日
独
欧
州
戦
争
関
係
救
恤
一
件
／
申
請
書　

第
五
巻
（5-2-

17-0-30_10_005

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）」（
渡
邊
鑄
吉
）。

（
11
）　
「
砲
兵
工
廠
技
師　

太
齋
景
敏
」
と
あ
る
。

（
12
）　
「
在
和
蘭　

箕
山
生
」
と
あ
る
。


